
　本号では「整形外科における AI と医療応用」を特集した。巻頭言で述べたように，AI は画像診
断支援の段階から，生成 AI の登場によって診療や研究活動そのものに関与する存在へと進化し
ている。本特集の編集を通じて，その変化がもはや未来の話ではなく，現在進行形であることを
改めて実感した。
　2月に開催されたミラノ・コルティナ冬季オリンピックでは，競技の舞台裏でAIを活用したデー
タ解析や動作分析が広く用いられた。パフォーマンス予測やコンディショニング管理などに AI 技
術が活用され，競技力向上と安全管理の両面を支えている。こうした技術は運動器を扱う整形外科
とも親和性が高く，日常診療における機能評価や治療戦略の高度化にも通じるものであろう。
　一方で，生成 AI は私たちの診療環境を変え始めている。情報整理や文書作成支援を通じて思
考を補助し，医師がより本質的な臨床判断と患者との対話に集中できる環境を整える可能性があ
る。しかし，最終的な判断と責任を担うのは常に医師であるという原則は変わらない。
　技術が進歩する時代だからこそ，医療の中心にあるのは患者であるという姿勢を忘れてはなら
ない。本特集が，AI とともに歩む整形外科医療の未来を考える一助となれば幸いである。
� （尾﨑敏文）
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